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バレーボールのオーバーハンドパスに関する研究

パスの遠投力，正確性及び筋力の関係

清水紀宏＊・中比呂志*＊・出村慎一＊

Astudyonvolleyballoverllamlpass

-Therelationshipsamongdistancepassability，

accuracyofpassanClmuscularstrength-

NorihiroSHIMIZU＊・ＨｉｒｏｓｈｉＮＡＫＡ*＊・ＳｈｉｎｉｃｈｉＤＥＭＵＲＡ＊

Thepurposeofthisstudywastodetelminetherelationshipbetweentheabilitytocontrol

thebaUandamaximumdistanceofoverhandpassinvolleyball,andtoexaminewhattypesof

muscularstrengthcontributetotheskillsabove

Thevolleyballpasstestswerecomposedofhorizontalandverticaｌｐａｓｓtestsatthree

distances(3,6,9meter)andadistancepasstest，

Theywereadministeredto27maleand42femaleskilledcollegevolleyballplayers

Ninestrengthtestswhichconsistedofgripstrength,ｂａｃｋstrength,elbowextension,elbow

flexion,wristpalmarnexion,shoulderflexion,hipextension,kneeextensionandankleplanter

flexionwereconstructed,ａｎｄａｄｍｉｎｉｓｔｅｒｅｄｔｏ２６ｍａｌｅａｎｄ３１ｆｅmaleplayersofthem、

Theresultobtainedmaybesummarizｅｄａｓｆｏｌｌｏｗ：

lMaleplayersweresuperiortofemaleplayersinthedistancepassandtheaccuracyofpass

of9meter，sverticaltarget、

２Wefoundtheaccuracyofpassdeclinedasthedistanceofpassincreaseinbothmaleand

femaleplayers・

However,distancepassabilityexertedhighinnuenceonaccuracyofpassinfemaleplayers、

３１twasinferredmuscleswhichhighlyinfluencedthedistancepassweremusclesofthe

hands,flexoresoftheforearms,extensoresoftheupperarms,musclesofthehip,flexoresof

thethighs,extensoresofthethighs,flexoresofthelegsandmusclesofbackformaleplayers

Asforfemales,themuscleswereflexoresoftheuppｅｒａｒｍｓ,extensoresoftheupperarms，

abductoroftheupperalms,ｍｕｓｃｌｅｓｏｆｔｈｅｈｉｐａｎｄｆｌｅｘｏｒｅｓｏｆｔｈethighs、

４Formaleplayers,wecouldnotobservemuscleswhichspeciallyaffectedtheaccuracyof
pass・

Asforfemaleplayers,itwasinferredflexoresoftheforearms,extensoresoftheupperarms，

昭和６３年９月１６日受理

、金沢大学教育学部

車*金沢大学大学院
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flexoresoftheupperarms,abductoroftheupperarms,musclesofthehip,flexoresofthe

thighs,extensoresofthethighsandnexoresofthelegshighlyaffectedtheaccuracyofpass．

能は，ポールをコントロールし目標とするとこ

ろに適切に返球することであり，正確'性5)はパ

スパフォーマンスにおいて重要な役割を担って

いるものと考えられる。

しかしながら，正確'性に関する研究は主とし

て投動作に限られ，バレーボールのパスに関す

る研究は殆ど見られない。投運動を対象とした

豊島ら(1976)３０)，（1979)31)，（1982)32)，（1983)33）

の報告では，遠投能力や筋出力及び投速度など

の要因が正確性に影響を及ぼすと報告してい

る。また，宮崎ら(1961)'8)は球速と筋力，石井

ら（1959)8)は遠投距離と筋力の関係について研

究を行っている。

よって本研究では，パス技能の正確性（目標

物に対するボールコントロール能力）に視点を

あて，オーバーハンドパスの遠投力（距離パス

能力）と正確性の関係を明らかにすると共に，

それらにどのような筋群が主動筋群として関与

しているかを検討することを主たる目的とし

た。

緒ロ

バレーボールやバスケットボールなどの球技

においては，ボールの扱い方（操作法）にその

競技の特徴の一つがあると考えられる。

宗内ら（1983)20)は，バレーボールにおける

ボール操作法をボールを弾き返すアンダーハン

ドパス(レシーブ)，ブロックやポールを打つス

パイク，サーブ及びボールを弾き出すオーバー

ハンドパス（レシーブ)，トスに分類している。

よって，ボールを手で打つ．弾くなどの運動が

技術の中心を占めるという意味で，バレーボー

ルはボールを使用する競技の中でも特徴のある

スポーツの１つである。

バレーボールの指導においては，先ず最初に

ボール操作法として，一般にオーバーハンドパ

ス及びアンダーハンドパスから指導されてい

る25L29)｡それらの技術は,アタツクポールに対す

るレシーブやトス技術といった防御技術及び攻

撃の条件作りの技術へと展開していくものであ

る29)。さらに，パスはバレーボールのp1aying

Abilityを評価するためのスキルテスト,)2)｡‘),2）

14)15)16)19)22)34)39)40)としても広く利用され，バレー

ボールの基礎的且つ重要な技術の１つであると

考えられる。

これまで，オーバーハンドパスやアンダーハ

ンドパスに関する研究は，川合ら(1956)'3)，岡

内ら（1981）２１)，沢井ら（1983）２３)及び芝山ら

（1983)24)によって,パスフオームの動作分析的

研究がなされている,)。また，米沢ら（1983)38）

はレシーブ技能が予測．移動及びボールコント

ロール能力によって構成されていることを指摘

しており，南川ら(1975)'7)はアタックボールに

対するレシーブ技能に着目し，上級者はレシー

ブボールの跳ね返りをコントロールする能力が

優れていることを報告している。

バレーボールゲーム中に必要とされるパス技

方法

１標本

標本はＦ大学，Ｋ大学，ＫＷ大学及びＴ大学

のバレーボール部に所属する１～４年生の大学

バレーボール選手69名（男子27名，女子42名）

であった。表１は，性別に被験者の体格特性及

び高校入学以後のバレーボール経験年数を示し

たものである。筋力テストは，そのうちの男子

26名，女子31名について行われた。

ほとんどの者が高校入学後現在までバレー部

に所属しており，パス技能については十分熟練

しているものと考えられる。

測定は，大会終了後の昭和63年５月～６月に

かけて行われた。
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表１男女別の年令･経験年数及び体格特性の平均値・

標準偏差
・各距離での試行前に３回練習を行

う。

・パス試行回数は各試行距離におい

て10回とする。

得点方法：各距離において，パスが命中し

た標的の得点の10回の平均値を

各距離での個人得点とする。(得

点の判定はボールの中心を基準

に行った｡）

注意事項：．被験者は最大努力で同心円の

中心を狙うように指示され

た。

・パスを行う時にラインを越え

た場合はやり直しとする。

・ドリブル及びホールディング

などの反則を犯した場合には

やり直しとする。

・トスのやり直しは認める。

■■■■

ＸＳＤＮＸＳＤ

Ｃ

．

２テスト変量及びテスト方法

○的当てパステスト：バレーボールゲーム中に

おいてパスの目標となるものは，一般的には

セッターである場合とコート上のある地点であ

る場合の２つがあると考えられる。

よって，本研究においては金子(1961)'2)及び

柏森ら(1972)27)のテストを参考に，垂直標的に

対する的当てパステスト及び水平標的に対する

的当てパステストを行った。

(1)垂直標的パステスト

ａねらい：垂直標的に対するオーバーハンド

パスの正確性を見る。

ｂ方法：．標的は布に直径が0.5,,1.0,,

1.5,,2.0ｍ及び2.5ｍの同心円を

描き，小さいほうの円から５点，

４点，３点，２点，１点とし，そ

れ以外の範囲を0点とする。

・標的は的の中心が床から男子2.00

ｍ，女子1.80ｍの高さにセットす

る。（図１）

・パス試行距離は標的を設置した壁

から３，６，９ｍとする。

・オーパーハンドパスは自分でボー

ルを真上に上げ，試合中と同様な

方法でパスを行った。

的の中心の高さ

（男子:2.00m）

（女子:1.80m）

図１垂直標的パステスト

水平標的パステスト

ねらい：水平標的に対するオーバーハンド

パスのポールコントロール能力を

見る。

方法：．標的は垂直標的パステストで用い

たものと同様な標的を用いる。

・標的は的の中心からパスを行う人

の距離が３，６，９ｍになるよう

に設置する。（図２）

・的とパスを行う人の中間には男子

１２
ａ

Ｉ

ｂ

床

斧:爵

項目
男子

ＮＸＳＤ

女子

ＮＸＳＤ

年令（オ）

経験年数（年）

身長（c､）

体重（kg）

2７１９．２５０．８４

２７３．６３０．９９

２７１７５．９５．７５

２７６７．５１５．８１

4２１９．８４１．２７

４１３．３９１．３２

４２１６４．１５．６０

４２５７．４５５．０８

背筋力（kg）

握力（kg）

手首屈曲力(kg）

前腕伸展力(kg）

前腕屈曲力(kg）

肩屈曲力（kg）

腰伸展力（kg）

膝伸展力（kg）

足首屈曲力(kg）

８
１
９
１
３
５
１
１
２

５
３
６
７
６
７
７
２
２

●
●
●
■
●
●
●
●
●

２
５
２
５
２
４
６
４
４

２
１

８
５
６
５
２
８
０
９
６

０
１
０
８
５
８
６
６
９

●
●
●
●
●
●
●
●
●

９
８
０
３
４
９
８
３
０

４
４
２
３
３
２
２
６
２

１６
６
５
６
５
５
６
６
６

２
２
２
２
２
２
２
２
２

７
８
８
３
７
２
３
６
０

４
０
３
９
０
４
８
６
７

●
●
●
●
●
●
●
●
●

５
４
３
４
３
４
４
９
３

１０
８
９
６
３
１
５
２
８

０
４
８
１
９
３
０
９
１

●
●
●
●
●
●
●
●
●

６
１
９
９
２
１
５
７
４

９
３
１
２
２
２
３
１

１
２
１
１
０
１
１
１
１

４
４
３
３
３
３
３
３
３

壁
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2.00ｍ，女子180ｍにネットを設

置する。

・オーパーハンドパスは自分でポー

ルを真上に上げ，パスを行う。

・各距離での試行前に３回練習を行

う。

・パス試行回数は各試行距離におい

て10回とする。

得点方法：垂直標的パステストと同様な方

法を用いる。

注意事項：．垂直標的パステストと同様で

ある。

・ネットに触れた場合はやり直

しとする。

行った。

・３回の合計を個人の遠投力得

点とした。

ｃ注意事項：.被験者がパスを行った時，基

準線を踏み越えた場合はもう

一度やり直しとする。

・ドリブル，ホールディングの

反則を犯した場合はやり直し

とする。

・巻き尺から左右約1.5ｍの範

囲を出たものはやり直しとす

る。

Ｃ

．

Ａ

図３距離パステスト

○筋力テスト：バレーボールのオーパーハンド

パスに関与が高いと考えられる筋群の筋力を測

定するために９項目の静的筋力，つまり握力，

背筋力，手首手掌面への屈曲力，前腕伸展力，

前腕屈曲力，肩の屈曲力（肩関節における腕の

屈曲力)，腰伸展力，膝伸展力及び足首の裏の方

向への屈曲力を選択した36)。握力及び背筋力の

測定は,一般に用いられている方法26)に従い,そ

の他の筋力項目については，ケーブルテンショ

ンメーターを使用しC1arke(1948)3)によって報

告されている方法に従った。左右について測定

したものは，左右の平均値を筋力とした。

３的当てテストの信頼性・客観性

的当てテストの信頼性は折半法により相関係

数を算出し，検討を行った。

客観性については，テスト中に複数の験者に

よって判定を行うことができなかったため，テ

スト中に１人の験者（験者Ａ）が判点した得点

と，テスト中にビデオ取りしたものをテスト後，

ＪＯｍＺＺ＋Ｌ８０Ⅱ

図２水平標的パステスト

○距離パステスト：オーバーハンドパスの遠投

力を測定するために距離パステストを用いた。

方法は，金子'2)及び柏森ら27)がスキルテスト

に用いた方法を一部修正して行った。

ａ方法：．基準線後方１ｍに被験者を立た

せ，自分でボールを真上に上げ基

準線を越えないでできるだけ遠く

にオーパーハンドパスを行うよう

指示した。（図３）

・試行回数は各個人３回行う。

ｂ得点方法：.パスを行う地点(A)から，基準

線に直角に巻き尺を伸ばし

ポールが落下した位置(B)から

巻き尺に垂線を下した位置(C）

と基準線までの距離を飛行距

離とし,ｃm単位まで測定を

(ネットの高さ 』子2.00ｍ女子1.80m）

ＡＢＣ

(Ａ,Ｂ,Ｃはそれぞれ9,6,3mでの

３，６，９ｍ

的の位踵を示す）
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他の験者（験者Ｂ）が判定した得点の相関係数

をもって検討した。

表２は，それらの結果を示したものである。

表３的当て得点と遠投距離の男女別平均値・標準

偏差及び差異の検定結果

表２的当てテストの信頼性及び客観性

素謡
卿

属
【属 総合得点：各距離における得点のＨ得点を合計したもの

遠投距離の単位はcmである

“：Ｐ＜０．０１

ｒ：相関係数を示す

＊＊：Ｐ＜０．０１

信頼,性について，垂直・水平標的パステスト

の３ｍにおいては0.56,0.66の中程度の相関係

数であり，他の距離については0.88～0.95の高

い相関係数が認められ，有意水準１％でいずれ

も有意であった｡柏森ら27)の報告によると，的パ

ステストの信頼性検討のための相関係数は，熟

練者で0.423,非熟練者で0.458であった。

よって，本研究の的当てテストの信頼性は比

較的高いものと考えられる。

又，客観性については，２つの的当てテスト

（垂直標的及び水平標的）のすべての距離で

0.70～0.87の高い相関係数が認められ，有意水

準１％でいずれも有意であった。

以上のことから，的当てテストの客観性は比

較的高いものと考えられる。

た，男女間の差異の検定にはｔ検定を用いた。

しかし，分散の同質性が保証されなかった場合

にはコクラン・コックスの方法を用いて差異の

検定を行った'0)。

表３から，男女間に有意な差異が認められた

項目は，遠投距離及び垂直標的パステストの９

ｍであった。本研究では，３回の遠投距離の合

計を遠投距離としたが，，回当りの遠投距離が

平均で男子約13.2ｍ，女子約9.4ｍである。柏森

ら27)の報告では，バレーボール熟練者において

男子約12.2ｍ，女子約9.7ｍであり，ほぼ＿致し

た結果であった。

渡辺ら(1968)37)は運動様式は異なるが，投運

動における１～11ｍの距離での軟式ポールを用

いた的当てテストにおいて，女子は男子よりも

的中率が低かったと報告している。また，金場

ら(1968)'1)は垂直標的と水平標的を用いた的当

てにおいて，投げの的中率と距離との関係は男

女共に同様な傾向を示したが，女子は男子より

も全体の的中率が低いことを報告している。こ

れらのことから，遠投距離及び垂直標的パステ

ストの９ｍにおいて,`性差があると考えられる。

今回垂直標的パスの９ｍに住差が認められた

理由として，女子の場合，回あたりの遠投距離

が平均約9.4ｍであったことから，９ｍ以上での

パスの正確性を維持することが非常に困難であ

る，あるいは中には９ｍに達さない者がいたた

結果と考察

１パスの正確性及び遠投距離の性差

表３は，的当てテストの総合得点・各距離に

おける得点及び遠投距離（距離パス）の標本数，

平均値，標準偏差及び差異の検定結果を示した

ものである。

的当てテストにおける総合得点は，２つの的

当てテスト（垂直標的・水平標的）の各距離に

おける得点のＨスコアーを算出し合計した。ま

項目
男子

ＮＸＳＤ

女子

ＮＸＳＤ
t－値

総合得点 27300.0038.61 42300.0045.04 0.000

垂
直
的

３ｍ

６ｍ

９ｍ

２
５
７

２
４
６

□
●
●

０
０
０

８
９
１

７
０
１

●
●
●

４
４
３

７
７
７

２
２
２

９
２
８

２
７
３

●
■
●

０
０
１

５
３
０

７
１
８

●
■
●

４
４
１

２
２
２

４
４
４

0.224

0.279

5.198
＊＊

水
平
的

３ｍ

６ｍ

９ｍ

２
３
８

３
５
７

●
■
●

０
０
０

８
９
８

３
７
７

●
●
●

４
３
２

７
７
７

２
２
２

１
８
５

４
８
１

０
Ｏ
Ｌ

７
２
８

３
６
２

●
●
●

４
３
２

２
２
２

４
４
４

0.053

0.988

0.971

遠投距離 273968.96441.82 422834.17353.81 5.760
＊＊

項目
信頼`住

ｒ

客観性

ｒ

垂
直
的

３ｍ

６ｍ

９ｍ

＊
＊
＊

＊
＊
＊

６
８
５

５
８
９

■
■
●

０
０
０

＊
＊
＊

＊
＊
＊

０
５
７

７
７
８

●
●
●

０
０
０

水
平
的

３ｍ

６ｍ

９ｍ

＊
＊
＊

＊
＊
＊

６
１
８

６
９
８

●
●
●

０
０
０

＊
＊
＊

＊
＊
＊

０
６
４

８
８
８

●
●
●

０
０
０
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示したものである。この場合，分散の同質性を

Bartlett法により検定し，有意差が認められた

場合にはWelch法,認められなかった場合には

－要因分散分析により平均値間の差異の検定を

行った。また，平均値間に有意差が認められた

場合には多重比較検定を行った'0)。

男女共に，垂直・水平標的パスとも各距離の

得点間に減少傾向を示し，１％水準で有意な差

異が認められた。

投運動における金場11),渡辺37)及び石井8)の研

究では，投距離が長くなる程的中率は低下する

ことが報告されている。

これらのことから，バレーボールのオーバー

ハンドパスにおいても，標的物に対する距離が

長くなる程的中率が低下するものと考えられ

る。

次に，表４は，的当ての総合得点及び距離別

得点と遠投距離の相関係数を示したものであ

る。

めと推測される。

しかしながら，水平標的パステストの９ｍに

有意な差異が認められなかったのは，的の中心

までの距離が９ｍであり，7.75ｍ～10.25ｍの範

囲でも得点が得られたことによると考えられ

る。

また，遠投距離に性差が認められたのは，被

験者の技能水準が同様であると考えられること

及び，パレーポーノレ重量が男女同一の260～２８０

９と比較的重たいことから主に筋力などの身体

的要因の差異が前述の遠投距離の住差を生み出

したものと推測される。

２パスの正確性と遠投距離との関係

図４は，男女別に垂直・水平標的パステスト

における各距離の得点間での差異の検定結果を

＊＊

－＊＊－－＊＊－

，
１

点
５
４
３
２
１
０

得く

(男子27名）

□垂直標的

■水平標的

＊＊

表４的当て得点と遠投距離との相関係数

露■川加川３ｍ ６ｍ ９ｍ（距離）＊＊：Ｐ＜０．０１

＊＊

*＊：Ｐ＜０．０１－本＊－－*＊－

ｊ点
５
４
３
２
１
０

得Ｉ

(女子42名）

□垂直標的

■水平額的

＊＊

男子においては，遠投距離との間には-

0.16～0.31と低い相関係数が認められ，女子に

おいては，垂直標的の３ｍを除く他の距離に

0.52～0.73の１％水準で有意な中程度の相関係

数が認められた。

よって，パス熟練者の男子においては遠投距

離が１回当り約13.4ｍであることを考えあわせ

ると，９ｍまでの正確,性に対する遠投力の関連

は低いものと考えられる。一方，女子において

－本＊－－＊＊－

３ｍ ６ｍ ｇ、（距離）＊＊：Ｐ＜０．０１

図４垂直・水平標的パステストの距離別的当て得点と

多重比較検定結果

－本＊－－＊＊－

項目 男子 女子

総合得点 ０．０７ 0.78 ＊＊

垂
直
的

３ｍ

６ｍ

９ｍ

６
３
２

１
０
１

●
●
●

０
０
０

＊
＊

＊
＊

６
９
３

２
５
７

●
◆
●

０
０
０

水
平
的

３ｍ

６ｍ

９ｍ

３
５
１

１
１
３

●
●
●

０
０
０

＊
＊
＊

＊
＊
＊

２
１
８

５
７
６

●
●
●

０
０
０
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３パスの正確性及び遠投力と筋力の関係

表５は，男女別に的当ての各距離における得

点及び遠投距離と筋力との相関係数を示したも

のである。

表５より，男子において遠投距離と背筋力，

握力，前腕伸展力，腰伸展力，膝伸展力及び足

首屈曲力の間に0.39～0.64の有意な相関係数が

'土１回当りの遠投距離が約9.4ｍであること及

び遠投距離との相関も比較的高いことから，長

い距離での正確性には遠投力が大きく関連して

いるものと推測される。

よって，女子においては正確性を高めてやる

ためには，技術的側面とともに遠投力を高める

必要があると考えられる。

表５的当て得点及び遠投距離と筋力の相関係数

＊：Ｐ＜０．０５

中＊：Ｐ＜０．０１

下腿屈筋群が主に関与する筋群である7)。

これらのことから，男子の遠投力に関連する

主動筋群は前腕屈筋群，手筋群，上腕伸筋群，

大殿筋及び大腿屈筋群，大腿伸筋群，下腿屈筋

群及び背筋群であり，遠投力は他の筋群の中で

もこれらの筋群と関連が高いと推測される。女

子においては，上腕伸筋群，上腕屈筋群，上腕

外転筋群，大殿筋及び大腿屈筋群が主動筋群と

してパスの遠投力に関連しており，比較的上肢

の筋群に多くみられる傾向があると考えられ

る。

土谷(1984)36)はパスやトスの成就に関与する

認められた。

女子においては，前腕伸展力，前腕屈曲力，

肩屈曲力及び腰伸展力に0.40～047の有意な相

関係数が認められた。

背筋力テストには背筋群が，握力テストには

前腕屈筋群と手筋群が，手首伸展力テストには

前腕屈筋群が，前腕伸展力テストには上腕伸筋

群が，前腕屈曲力テストには上腕屈筋群が，及

び肩屈曲力テストには上腕外転筋群が主に関与

する筋群である7)。また，腰伸展力テストは大殿

筋及び大腿屈筋群(大腿を後方へ引く），膝伸展

力テストは大腿伸筋群及び足首屈曲力テストは

'性

別
項目 遠投距離

垂直標的パステスト水平標的パステスト

３ｍ６ｍ９ｍ３ｍ６ｍ９ｍ

男
子

背筋力

握力

手首屈曲力

前腕伸展力

前腕屈曲力

肩屈曲力

腰伸展力

膝伸展力

足首屈曲力

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊
＊
＊

３
９
６
９
１
１
９
７
４

６
５
３
３
２
２
４
４
６

●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０

＊＊

６
１
７
２
３
１
８
９
５

２
３
２
３
２
１
３
２
５

●
●
●
●
●
●
。
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０

９
７
０
５
６
２
５
４
５

０
０
３
０
２
０
１
２
１

●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０

６
６
１
９
６
０
２
２
０

０
０
４
１
３
０
０
１
１

●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
７
４
３
２
２
０
８
６

０
０
２
１
２
１
１
１
２

●
●
◆
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０

＊＊
＊

５
０
０
３
２
５
９
９
５

１
２
５
２
４
０
１
２
３

●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
３
１
３
４
６
９
８
６

３
２
３
２
２
２
０
１
０

●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０

女
子

背筋力

握力

手首屈曲力

前腕伸展力

前腕屈曲力

肩屈曲力

腰伸展力

膝伸展力

足首屈曲力

＊
＊

＊

＊＊

６
６
１
１
０
２
７
５
３

０
０
３
４
４
４
４
３
３

●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０

＊

＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊

２
２
３
７
９
３
３
５
７

０
０
４
４
４
４
４
４
４

●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０

＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊

１
９
１
６
９
１
２
０
１

０
１
４
４
４
５
５
５
５

●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０

＊
＊
＊

４
５
０
６
２
７
４
１
８

０
０
２
３
３
３
３
３
３

●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０

＊
＊

中本
＊
＊

３
５
２
９
０
３
６
６
６

０
０
３
３
４
３
４
３
３

●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０

３
８
１
３
３
１
０
３
９

２
１
３
３
３
３
３
３
２

■
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０

６
７
２
０
２
９
３
３
０

１
０
３
３
３
２
２
３
３

●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
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筋群として手筋群,前腕屈筋群,上腕外転筋群，

上腕伸筋群，背筋群，腹筋群，殿筋群，大腿伸

筋群及び下腿屈筋群をあげている。本研究では

それらの筋群のうち特に遠投力と関与が高い筋

群が明らかになったと考えられる。

次に，男子の的パステストと筋力テストの間

に有意な相関係数が得られたのは，垂直標的６

ｍと手首屈曲力及び前腕屈曲力，水平標的９ｍ

と足首屈曲力であった。

よって,パスの正確性と筋力の関係について，

男子では正確性に特に関連が高い筋群は認めら

れなかった。本研究では９ｍまでの距離で的当

てテストを行ったが，男子の１回当りの遠投距

離が約13.4ｍであったため今回のような結果が

得られたものと考えられる。この問題に対して

は，豊島ら33)が示唆したように筋出力に関する

要因が大きく影響したのではないかと推測さ

れ，今後検討する必要があると考えられる。

女子においては，垂直標的９ｍと前腕伸展力，

前腕屈曲力，腰伸展力，膝伸展力，足首屈曲力，

水平標的３ｍと前腕伸展力，肩屈曲力，足首屈

曲力，水平標的６ｍ及び９ｍと手首屈曲力，前

腕伸展力，前腕屈曲力，肩屈曲力，腰伸展力，

膝伸展力，足首屈曲力に有意な相関係数が認め

られた。

これは’1回当りの遠投距離が約9.4ｍである

ことから，正確性に遠投力が大きく関連するた

めであると推測される。よって，女子において

は前腕屈筋群，上腕伸筋群，上腕屈筋群，上

腕外転筋群，大殿筋，大腿屈筋群，大腿伸筋群

及び下腿屈筋群がパスの正確性に関与が高い主

動筋群であると推測され，女子の正確性を高め

るためには遠投力と共にこれらの筋群によって

発揮される筋力を高めるようなトレーニングも

指導する必要があると考えられる。

しかし，今回，垂直標的と水平標的において

同様な傾向が認められなかったことについて

は，テスト方法の違い及び各個人における標的

認識の違いが影響したものと考えられ，今後さ

らに検討する必要がある。

まとめ

本研究の目的は，大学バレーボール部に所属

する男子27名，女子42名（筋力テストに関して

は男子26名，女子31名）を対象として，バレー

ボールのオーバーハンドパスの遠投力（距離パ

ス能力）と正確性（ボールコントロール能力）

の関係を明らかにすると共に，それらにどのよ

うな筋群が主動筋群として関連しているのかを

検討することであった。

本研究で用いた標本，テスト変量・方法，解

析法などによる限界の下で以下の結論が得られ

た。

’オーバーハンドパスの遠投力及び９ｍの距

離での垂直標的に対するパスの正確性には性

差が認められた。

２オーバーハンドパスの正確'性は男女共，目

標物に対する距離が長くなる程低下すること

が認められた．また，９ｍ以下の距離におけ

るパスの正確性に対する遠投力の関連の程度

は男子において低いと推測されるが，女子に

おいては高いと推測された。

３男子の遠投力に関連が高いと考えられた主

動筋群は前腕屈筋群，手筋群，上腕伸筋群，

大殿筋，大腿屈筋群，大腿伸筋群，下腿屈筋

群及び背筋群であった。

女子については，上腕伸筋群,上腕屈筋群，

上腕外転筋群，大殿筋及び大腿屈筋群が主動

筋群としてパスの遠投力に関連が高いと考え

られた。

４パスの正確性と筋力について，男子では特

に関連が高い筋群は認められなかったが，女

子では前腕屈筋群，上腕伸筋群,上腕屈筋群，

上腕外転筋群，大殿筋，大腿屈筋群，大腿伸

筋群及び下腿屈筋群がパスの正確,性に高く関

連すると推測された。

以上のことより，女子におけるパスの正確性

を高めるためには技術的指導と共に遠投力及び

それらに関連が高い筋群によって発揮される筋
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